
平成24年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

計 1,171,743 1,003,261 406,686 541,900 0 54,675

17,279 3臨時 中学校耐震化事業
大野中、普通教室棟、
柔剣道場、管理特別
教室棟

工事請負費 220,585 90,545 27,966 45,300

国・県支出金 市債 その他 一般

378,720 496,600 37,396 3臨時 中学校建設事業
清川中屋内運動場、
運動場、校舎建設

工事請負費 951,158 912,716

評価臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳

事
業
概
要

　○中学校建設・・・清川中学校改築工事
　　・清川中学校屋内運動場・・・・・336,098千円（手数料978千円、委託料5,880千円、改築工事328,261千円、その他979千円）
　　・清川中学校運動場・・・・・・・・・162,260千円（報償費120千円、手数料30千円、工事請負費162,110千円）
　　・清川中学校校舎（繰越分） ・・・414,358千円（委託料7,770千円、工事請負費406,588千円）
　　　計 　 　 　912,716千円

　○中学校耐震化事業・・・大野中学校耐震補強改修工事
　　・大野中学校普通教室棟・・・・・・・・・・・・・・・3,094千円（手数料280千円、委託料2,814千円）
　　・大野中学校柔剣道場（繰越分）・・・・・・・・14,549千円（手数料195千円、委託料等1,155千円、工事請負費13,199千円）
　　・大野中学校管理特別教室棟（繰越分）・・・72,902千円　（手数料75千円、委託料1,680千円、工事請負費71,147千円）
　　　計　　　　90,545千円

課　名 教育総務課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名 事業名称

目
的

安心安全な学校施設の整備を行う
対
象

児童、職員、市民

10 3 3 304 頁 中学校建設費 中学校建設事業
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２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２２～Ｈ２４（決算額）、Ｈ２５（予算現額） ６．H２６年度予算の方向性

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

0.90

着眼点 分析 分析根拠

継続 早期完成を目指すこと。

 ⑤ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 2 年次計画の途中段階である

事業の方向性 評価内容

2,576 3,923

一般財源 69,460 66,226 54,675 6,490

うち経常

 ③ 受益の
　　対象性

事業対象の確認 3
生徒から市民まで幅広く利用できて
いる

 ④ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3
安全性の確保から改修、改築工事を
行うことは妥当である

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3
生徒や利用する市民の安全性の確
保から重要である（法定事務）

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3
義務教育であることから行政が実施
主体となる

事業費に係る人役 0.40 0.60 0.60

そ の 他

理由

県　　費

平成25年度をもって事業終了

市　　債
財
源
内
訳

国　　費 53,760 269,189 406,686 17,412

159,700 522,100 541,900 120,400

事業費に係る人件費 1,752 2,580

1,003,261 144,302
予算措置なし

うち経常経費

法律で実施が義務付けられた事業であり、生徒の安全性を確保する
ためには必要であるが、多額な投資を伴うことから、コスト削減と補助
金の導入について年次計画により実施する。

決 算 額 （千円）
Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 方向性

282,920 857,515

対応（改善点等） － － －
ｄ

－ － －

－ －

豊後大野市学校施設耐震化計画に基づき、年次別、学校別に行うが
対象校が多く事業費が多額となることが課題である。

－ － －

課題
c

－

a
改築工事
の実施

棟
－

％ －

－ 2 棟

－ － 50 ％

50 ％ 100 ％

b
耐震補強
工事の実
施

棟
－

単位 Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４

老朽化施設及び危険学校施設の解消 棟
－ 2 棟

目標 目標

成果指標名 単位 Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ 活動指標名

2 棟 2 棟

－ 25 ％ 75

4 棟

耐震補強工事の実施 ｃ ｄ

数値 目標 4棟 目標 4棟

8棟

活
動
指
標

指標 a 改築工事の実施 ｂ

成
果
指
標

指標名
老朽化施設及び危険学
校施設の解消

目
標
年
度

Ｈ26

指標の設定理由

老朽化施設及び耐震性の不足する施設の早急な改善を図り、生徒の安全を確
保する。数値

3
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分析グラフ
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